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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第１四半期連結
累計期間

第67期
第１四半期連結
累計期間

第66期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 3,960,185 4,353,776 20,859,199

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△37,330 49,823 401,747

四半期純損失（△）又は当期純利

益（千円）
△90,784 △6,765 195,738

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△105,964 △39,002 183,556

純資産額（千円） 6,952,243 7,156,898 7,228,005

総資産額（千円） 14,265,597 14,156,370 15,572,492

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額（円）

△19円79銭　 △1円48銭　 42円68銭

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 48.7 50.6 46.4

　

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）財政状態

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は141億56百万円（前連結会計年度末比14億16百万円減）となり

ました。これは主に現金及び預金が２億53百万円、受取手形及び売掛金が10億57百万円減少したことによるもので

す。

　負債合計は69億99百万円（同比13億45百万円減）となりました。これは主に支払手形及び買掛金が11億54百万

円、未払法人税等が１億10百万円減少したことによるものです。

　純資産合計は71億56百万円（同比71百万円減）となりました。これは主に利益剰余金が38百万円、その他有価証

券評価差額金が31百万円減少したことによるものです。　
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（2）経営成績

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災からの復興需要などへの期待感が見られる一方で、一時

沈静化したかに見えた欧州債務危機の再燃や、中国など新興国経済成長の減速、円高への再傾斜等により景気の先

行きは不透明な状況で推移しました。

　当社グループの関連する業界につきましては、国内設備投資は一部回復が見られ明るい兆しはあるものの、半導

体需要の大幅な減少などがあり依然厳しい状況にあります。

　このような状況の中、当社グループは、既存顧客との関係強化、新規顧客の開拓、取扱商材の拡大に努めてまいり

ました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高43億53百万円（前年同期比9.9％増）、営業利益49百

万円（前年同期は営業損失36百万円）、経常利益49百万円（前年同期は経常損失37百万円）、四半期純損失６百万

円（前年同期は四半期純損失90百万円）となりました。

 

　各セグメントの状況は、次のとおりであります。

 

　電気機器・産業用システムにつきましては、製造業を中心にＦＡ機器の更新需要が伸長し、また配電制御機器が

堅調に推移しており、部門全体では前年同期比5.8％の増収となりました。

　電子デバイス・情報通信機器につきましては、パソコン等の情報化投資が回復傾向で推移しましたが、パワー半

導体や電源機器向け基板実装が低調に推移し、部門全体では前年同期比7.2％の減収となりました。

　設備機器につきましては、堅調な省エネ・リニューアル需要を背景に、業務用空調機や冷凍機などの冷熱機器及

び関連工事が伸長し、部門全体では前年同期比59.1％の増収となりました。

　

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が対処すべき課題について、

重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数（株）
(平成24年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成24年8月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,600,000 4,600,000
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 4,600,000 4,600,000 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 4,600,000 － 1,005,000 － 838,560
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　13,000 －

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,566,000 4,566 同上

単元未満株式 普通株式  　21,000 － 同上

発行済株式総数 4,600,000 － －

総株主の議決権 － 4,566 －

 

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

萬世電機株式会社
大阪市福島区福島

７丁目15番30号
13,000 － 13,000 0.3

計 － 13,000 － 13,000 0.3

　　

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,909,745 3,655,900

受取手形及び売掛金 ※
 8,755,381

※
 7,697,868

商品 562,727 627,622

繰延税金資産 92,328 85,723

未収入金 454,522 355,701

その他 18,036 37,522

貸倒引当金 △15,760 △11,548

流動資産合計 13,776,982 12,448,790

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 140,021 137,407

土地 165,074 165,074

その他（純額） 8,366 9,177

有形固定資産合計 313,462 311,658

無形固定資産 37,774 36,433

投資その他の資産

投資有価証券 981,536 902,343

繰延税金資産 96,061 91,849

その他 394,035 392,654

貸倒引当金 △27,359 △27,359

投資その他の資産合計 1,444,273 1,359,488

固定資産合計 1,795,510 1,707,580

資産合計 15,572,492 14,156,370
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 7,048,576

※
 5,894,436

短期借入金 351,546 358,146

未払法人税等 115,859 5,542

賞与引当金 158,009 68,897

役員賞与引当金 24,000 5,501

その他 244,086 266,031

流動負債合計 7,942,077 6,598,556

固定負債

退職給付引当金 151,573 151,733

役員退職慰労引当金 189,900 188,050

その他 60,936 61,131

固定負債合計 402,409 400,914

負債合計 8,344,487 6,999,471

純資産の部

株主資本

資本金 1,005,000 1,005,000

資本剰余金 838,560 838,560

利益剰余金 5,387,161 5,348,292

自己株式 △7,867 △7,867

株主資本合計 7,222,854 7,183,984

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21,117 △10,066

為替換算調整勘定 △15,966 △17,019

その他の包括利益累計額合計 5,151 △27,085

純資産合計 7,228,005 7,156,898

負債純資産合計 15,572,492 14,156,370
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 3,960,185 4,353,776

売上原価 3,468,792 3,787,680

売上総利益 491,393 566,095

販売費及び一般管理費 527,775 516,210

営業利益又は営業損失（△） △36,382 49,885

営業外収益

受取利息 2,080 1,403

受取配当金 4,161 3,858

その他 2,072 2,015

営業外収益合計 8,314 7,277

営業外費用

支払利息 762 840

売上割引 2,786 3,507

為替差損 1,463 1,121

投資事業組合運用損 － 1,488

開業費 3,881 －

その他 368 382

営業外費用合計 9,263 7,339

経常利益又は経常損失（△） △37,330 49,823

特別利益

投資有価証券売却益 8,206 －

特別利益合計 8,206 －

特別損失

固定資産除却損 29 0

投資有価証券評価損 － 49,287

投資有価証券売却損 265 －

特別損失合計 294 49,287

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△29,419 536

法人税、住民税及び事業税 2,991 1,200

法人税等調整額 58,373 6,101

法人税等合計 61,365 7,301

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △90,784 △6,765

四半期純損失（△） △90,784 △6,765
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △90,784 △6,765

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △14,322 △31,183

為替換算調整勘定 △857 △1,052

その他の包括利益合計 △15,179 △32,236

四半期包括利益 △105,964 △39,002

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △105,964 △39,002

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産に

ついて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四

半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期間

末日残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 284,739千円 363,708千円

支払手形 214,276千円　　 178,647千円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 7,296千円 6,164千円

　

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　配当金支払額　

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 32,104 7 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　配当金支払額　

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 32,104 7 平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント

調整額(注)
四半期連結損
益計算書計上

額

電気機器・産
業用システム

　

電子デバイ
ス・情報通
信機器　

設備機器　 計

売上高       

外部顧客への売上高 2,173,6791,190,317596,1883,960,185 － 3,960,185
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － － －

計 2,173,6791,190,317596,1883,960,185 － 3,960,185

セグメント利益又は損失（△）

（営業利益又は営業損失

（△））

17,043△14,597△26,529△24,083△12,298△36,382

（注）セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。　

 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　　　

　　　　　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント

調整額(注)
四半期連結損
益計算書計上

額

電気機器・産
業用システム

　

電子デバイ
ス・情報通
信機器　

設備機器　 計

売上高       

外部顧客への売上高 2,300,5931,104,829948,3534,353,776 － 4,353,776
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － － －

計 2,300,5931,104,829948,3534,353,776 － 4,353,776

セグメント利益又は損失（△）

（営業利益又は営業損失

（△））

55,920△3,702 3,573 55,791△5,906 49,885

（注）セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。　

 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　　　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

　１株当たり四半期純損失金額 19円79銭 1円48銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 90,784 6,765

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 90,784 6,765

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,586 4,586

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 平成24年８月７日

萬世電機株式会社 

取締役会　御中  

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 辻内　　章　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　　昇　　印

　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている萬世電機株式会社
の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成
24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、萬世電機株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
　

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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